
災害時要援護者の避難支援・

避難生活支援セミナー 

被災現場と障害当事者からの提案 
 

 

日 時 平成 20 年９月５日（金） １３：００～１６：００ 

会 場 名古屋都市センター 大研修室（金山南ビル 11 階） 

主 催 社会福祉法人ＡＪＵ自立の家 

後 援 愛知県、名古屋市、愛知県社会福祉協議会、名古屋市社会福祉協議会 

平成２０年度財団法人名古屋都市センターまちづくり活動助成事業 
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趣 旨 

昨年３月の石川県能登半島地震、７月の新潟県中越沖地震、また本年６月の岩手・

宮城内陸地震など大災害が頻発し、東海地方も近い将来高確率で予測される東海地

震・東南海地震・南海地震の連動により大災害の危機が迫りつつあります。 

 今回、能登半島地震で威力を発揮した要援護者マップづくりとふだんからの見守り

活動について、輪島市からの報告をいただき、災害時要援護者台帳の整備、特に平時

における準備と、災害時における活用の課題に迫ります。 

 

 

主 催 

社会福祉法人 ＡＪＵ自立の家 

 

後 援 

愛知県、名古屋市、愛知県社会福祉協議会、名古屋市社会福祉協議会 

 

日 時 

平成２０年９月５日（金） １３：００～１６：００ 

 

会 場 

財団法人名古屋都市センター 大研修室 

〒460-0023 名古屋市中区金山町１－１－１ 金山南ビル 11 階 

TEL (052)678-2200 

 

対象者 

自治体消防・防災関係者、保健福祉関係者、社協関係者、 

障害当事者団体、災害ボランティア、福祉サービス事業者 

※ 参加意向があれば誰でも参加可能とする 
 

展 示 

避難所間仕切セット、ポータブルトイレ、文字情報表示装置等の実例紹介、 

ＧＩＳ（地理情報システム）を使った避難支援システム 

開催要項 
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参加者内訳 

議会 ０名 

行政 ２７名 

社会福祉協議会 ２１名 

福祉施設 ５名 

地域包括支援センター １５名 

医療機関 ９名 

障害当事者団体 ５名 

災害ボラ ９名 

大学・学生 ０名 

その他 １０名 

合計 １０１名 

 

名古屋市 １３名 

愛知県 ６８名 

岐阜県 １２名 

三重県 ８名 

合  計 １０１名 

 

 

 

 

本日の参加者 
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主催者挨拶・趣旨説明···························································13：00～13：05 

ＡＪＵ自立の家専務理事 山田 昭義 

被災現場からの報告 ······························································13：05～14：05 

『能登半島地震における要援護者支援について 

－要援護者マップづくりとふだんからの見守り－』 

石川県輪島市健康推進課 林平 成子氏 

 

休 憩 ····················································································14：05～14：15 

講 演 ····················································································14：15～15：00 

『防災エンパワーメント』のためのＧＩＳとその課題 

愛知工業大学地域防災研究センター       

研究員 西村 雄一郎先生 

休 憩 ····················································································15：00～15：10 

今後の展開への提案 ······························································15：10～15：40 

『ＧＩＳによる要援護者台帳のデータベース化の提案』 

わだちコンピュータハウス  所長  水谷 真 

 

質疑応答 ················································································15：40～15：55 
 

閉会挨拶 ················································································15：55～16：00 

わだちコンピュータハウス  所長  水谷 真 
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被災現場からの報告 ······································································· 13：05～14：05 

『能登半島地震における要援護者支援について 

－要援護者マップづくりとふだんからの見守り－』 

石川県輪島市健康推進課 林平 成子氏 
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能登半島地震における要援護者支援について
　　

ー要援護者マップづくりと普段からの見守りー」

輪島市健康推進課　主幹　林平成子

１　地震の概要（気象庁情報）
　①発生日時
　　 平成19年3月25日　午前9時41分

②震源地
　　 輪島市能登半島沖（北緯37.2度、東経136.7度）
　③震源の深さ　11km
　④規模　　マグニチュード　6.9
　⑤震度6強
　⑥津波注意報
　　　9時43分発令（11時30分解除）
　　　石川県珠洲市　11時13分　20ｃｍ観測

２　人的・住家被害の状況　（平成２０年１月３１日現在）

　①輪島市人的被害　
　 　 死者　　　　　　 1人
　 　 行方不明者　　０人

重傷者　　　　４６人、　軽傷者　　　６９人

　②住家被害
　　 全壊　　　　　　 ５１３棟

半壊　　　　 １，０８６棟
　　 一部破損 　９，９８８棟

　　※一部破損については義援金における一部損壊の申請件数である。

　　　　

　　　

能登半島地震の被害状況
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要援護者の対応検証ワークショップ

調査期間　 ： 平成１９年５月１５日～８月８日（５日間）
調査対象者 ： 要援護者と関わりの深い関係者

　　　　　　　　　（特に被害の大きかった地区の関係者等）

　　　　　　　　　　７会場、７５人
　　　　　　　　　 民生・児童委員、福祉推進員、区長・町内会長
　　　　　　　　　 公民館長・主事、　地区消防団長、

地域包括支援センター職員、保健師
　　　　　　　　　 市内ケアマネジャー、
　　　　　　　　　 市災害対策本部、保健・福祉等行政職員等
検証方法　 : 震災時に自分のとった行動を直後～10時間、

　　 10時間～100時間、100時間～1000時間に分
　　 けて振り返りを行った。　

　　　　　　　　　　　

輪島市における要援護者の状況

①輪島市の人口は33,166人、高齢化率は36.0％で、平成26年には高
齢化率40%を超える見通しである。
　地区別では最も高い地区で高齢化率が65.2%で、高齢化率40％を
超える地区は17地区中９地区である。
②独居世帯は2,403世帯で18.4％、最も高い地区で32.1％である。
③介護保険認定者（要支援１～要介護５）は1,624人で、65歳以上
高齢者の13.6％である。
④障害者数は、身体障害児者数は1,854人、知的障害児者数213人、
精神障害児者数103人で経年的にみると増加傾向にあり、障害者の
大半が高齢者である。
　身体障害児者の中でも肢体不自由が最も多く1,049人、次に内部
障害が489人、言語聴覚障害184人、視覚障害134人と続く。
　近年、心臓や呼吸器(肺など)、消化器(胃や腸など)、腎臓など内
臓障害者が増加傾向にある。
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地域住民(諸岡・黒島・門前)の行動(N=281)
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福祉マップを作るこ
とでマップが頭に入っ
ていたので、要援

護者の避難確認は
たやすくできた。

足の不自由な
高齢者に避難
を勧めたが、「ト
イレが使えない
ので、避難所に
は行かない」と
言われた。

平成18年10月

の防災訓練で
利用した町内毎
のプラカードが
保管してあった
ので、それを利
用して出欠を確
認した（諸岡）。

避難所
は住民
が自主
的に運
営を始
めた

地域住民(諸岡・黒島・門前)の行動(N=281)
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地域住民(諸岡・黒島・門前)の行動(N=281)
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族
と

の
連
絡

に
時
間

が
か
か
り

、
高
齢

者

の
説
明

に
は
工
夫

が

い
っ
た

。
通
常

の

シ

ョ
ー

ト
利
用
者

が
使

え
な
か

っ
た

。

介
護

の
減
免

が

で
き
る

こ
と
が
わ

か

っ
た

在
宅
被
災
者

へ
の
ボ

ラ
ン
テ

ィ
ア

・
心

の

ケ
ア
チ
ー

ム
に
よ
る
支
援
が
始
ま

っ
た

福
祉
避
難
所

が
開
設
さ
れ
た

職
員

へ
の
サ
ポ
ー

ト
が
始
ま

っ
た

避
難
所

の
使

い
方

が
洗
練
さ
れ

て
き
た

仮
設
入
居
者

へ
の
支
援

が
始
ま

っ
た

健康推進課の対応(N=86)

発災～10時間
(13%)

10時間～100時間
(47%)

100時間～1000時間
(41%)

感染症対
策徹底

（手洗い、
消毒、寝
食分離、

宿泊施設、
個室隔離）

災害時要援護
者避難支援ガイ
ドラインの活用

福祉マップが
活用された

阪神・淡路では
なかった

・平常時からの見守り
・マップによる安否確認
・重層的な安否確認
・防災訓練
・地域の絆

検証結果
　－指示待ちからの脱却－

12
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旧門前町
民生委員・福祉推進員の見守り活動

災害時の要援護者支援と「地域見守りネットワーク」

• 阪神淡路大震災を機に孤独死対策を目的に、平成
７年から民生児童委員・福祉推進員で「地域見守り
ネットワーク」を結成。

• 民生児童委員及び福祉推進員１人で高齢者や要介
護者４～５人を日常から見守りする体制。

寝たきり高齢者

高齢者だけの世帯 身体障害者等世帯

ひとり暮らし高齢者

地震発生時から短時間で高齢者などの安否確認ができた。

※日頃の地域のつながりが、人的被害を最小限にするとともに、その後の避難所などの運営
にも大きく影響したと考えられる。

「地域見守りマップ」の作成（分類して色分け）

13



■■地域福祉推進員（旧門前町）

山●　眞● １，山●　真●

１，●岸　●則

１，●下　●恵

１，●下　●代

田●　一● １，●西　●●

１，●崎　●子

１，●地　●穀

１、●口　●つ

１，●下　●ず

１，●　　●志

１，●宮　●藤

１，●浦　●み

１，●山　●久１，●場　●太

１，●口　忠●

１，●西　●蔵

１，●内　●

１，●郷　●乃１，●川　●地

１，●　京●

１，●岸　●ぎ １，●山　●ゑ

１，●平　●美１，●野　●子

山●　●枝

●野　●●

●林　●雄

●井　●づ

山●　眞●

●田　●江

田●　一●

民生委員

民生委員

3世帯

4世帯

2世帯

4世帯

4世帯

4世帯

3世帯

２，高齢者世帯 ３，身障世帯 ４，介護者世帯１，一人世帯

福
祉
推
進
員

福
祉
推
進
員

17 
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寝たきり高齢者　　　赤色赤色　 ひとり暮らし高齢者　　　黄色黄色

高齢者夫婦 　　　　　緑色　　　緑色　　　障害者等世帯　　　　　　そら色そら色
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要援護者の見守りネットワーク構築の
ための関係機関・関係課のワークショップ

開　催　日　時　 ： 平成１９年９月４日、９月５日、１２月１８日、
　　　　　　　　　　　 平成２０年３月２１日
関係機関参加者：輪島消防署担当者、輪島警察署・穴水警察署担当者、
　　　　　　　　　　 　輪島地区・門前地区区長会代表者、
　　　　　　　　　　 　民生・児童委員代表者、社会福祉協議会担当者、
　　　　　　　　　　 　福祉避難所設置介護保険事業所担当者、
　　　　　　　　　　 　輪島地区・門前地区公民館代表者、
関係課参加者　 ： 放送課、生涯学習課、財政課、保険課、福祉課、
　　　　　　　　　　　 門前総合支所健康福祉課、
　　　　　　　　　　　 健康推進課（地域包括支援センター含む）
議　事　内　容　： ①輪島市における高齢者・障害者等の生活の現況
　　　　　　　　　　　 ②現在各地区で実施している見守り活動の現状と課題
　　　　　　　　　　　 ③能登半島地震における住民の避難誘導の状況と課題
　　　　　　　　　　　 ④その他、見守りネットワーク構築に際しての要望・配慮
　　　　　　　　　　　　 事項等　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　

基本理念

　　輪島市
「高齢者・障害者の見守りネッワーク」

１．誰もが住み慣れた地域で安全で安心した生活を送れる社会づくり
２．市民の全員参加によるネットワークづくり
３．交流と相互理解による地域の絆づくり

警察
消防

社会福祉協議会 行政
地域包括支援センター

近隣市民 公民館社会福祉施設
等

区長・町内会長

福祉推進員家族親戚民生児童委員

要援護者
(見守り対象者)

15
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　市では、このネットワークの見守り対象者を以下のようにしました。

◎７５歳以上のひとり暮らし高齢者
◎７５歳以上の高齢者夫婦世帯
◎要支援・要介護認定者（要支援１～要介護５）
◎障害児・者
　身体障害区分
　（上肢１～２級、下肢１～６級、視覚１～２級、
　　聴覚１～４級、内部１～２級）
　知的障害
　（療育手帳Ａ交付対象）
　精神障害
　（通院公費負担対象）
　肢体不自由児
　（身体障害区分に準じる）　
◎６５～７４歳の高齢者で特に配慮が必要と判断される方

見守り対象者

見守りネットワーク本部の立ち上げ

社会 福 祉協 議 会

輪  島  市  見  守  り  ネ  ッ  ト  ワ  ー  ク  本  部

民 生 児童 委員民 生 児童 委 員

近隣 市 民 警 察 消防 公民 館区長

福 祉 推進 員 福祉 推 進員福 祉 推進 員 福 祉 推進 員

各  地  区  民  生  児  童  委  員  協  議  会

輪  島  市  社  会  福  祉  協  議  会

日 常  生  活 、日  常  業  務  等  を 通  じ て  の 「見 守 り 協 力 者 」

 高 齢 者

 障 害 者

見守 り活 動

 高 齢者

 障 害者

見守 り活 動

 高齢 者

 高齢 者

見 守り 活動

 高 齢者

 障 害者

見 守 り活 動

市 民 、 関 係 機 関 か ら の 見 守 り 情 報

見 守 り 情 報

市 民 、 関 係 機 関 か ら の 見 守 り 情 報 の 共 有

16
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総 務 課

　保 険 課

福 祉 課

主管課　健康推進課
(地域包括支援センター)

＜主な機能・役割＞

①見守り対象者の決定

②民生児童委員・福祉推進員の協力依

　　　　頼

③見守り基礎情報の収集・蓄積・管理

④見守り情報の集約

⑤見守り情報に基づく適切な対応の手

配

⑥災害時の適切な避難措置の指示

⑦見守りネットワークへの市民の理解

醸成

輪島市見守りネットワーク本部

門前総合支所
健康福祉課

住 所 輪島市 氏 名

生年月日明治・大正・昭和・平成　　　　年　　　　月　　　　日生　　　　　　歳 電話

血液型　 　　　型 人

緊急時の連絡先

知らせておきたい情報 　④認知症状：　有　・　無　　

避難経路図 家屋図面 ◎普段いる部屋 ●寝室

　 １階

　

　 　

　

２階

　③氏名　　　　　　　　　　　　続柄（　　　　　　）　　電話　（自宅　　　　　　　　　/携帯　　　　　　　　　）　　居住地(        )

　福祉推進員　　　　 氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

　②かかりつけ医 　⑥現在受けている福祉サービス等

　⑤移動方法：担架・車いす・杖・自立歩行　　

　民生児童委員　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話

　　　輪島市長　様

あなたの担当の民生児童委員又は福祉推進員

(記入者）氏名

　③体重　　　　　　　　　Kg

該当する対象区分に○をつけてください

　④氏名　　　　　　　　　　　　続柄（　　　　　　）　　電話　（自宅　　　　　　　　　/携帯　　　　　　　　　）　　居住地(        )

　①氏名　　　　　　　　　　　　続柄（　　　　　　）　　電話　（自宅　　　　　　　　　/携帯　　　　　　　　　）　　居住地(        )

　②氏名　　　　　　　　　　　　続柄（　　　　　　）　　電話　（自宅　　　　　　　　　/携帯　　　　　　　　　）　　居住地(        )

　私は、要援護者台帳登録制度の趣旨に賛同し、要援護者台帳への登録を申請します。

共有情報

　①現在治療中の病気：　有　・　無

　また、私が届けた下記個人情報を市が民生児童委員、福祉推進員、消防署及び警察署に提出することを承

諾します。

　障害児・者：身体障害者手帳１～２級・下肢１～６級・視覚１～２級・聴覚１～４級～・療育手帳Ａ・精神障害者通院公費

　高齢者等：75歳以上の一人暮らし・75歳以上の高齢者のみの世帯・介護認定（支１・支２・介１・介２・介３・介４・介５）

　その他：透析・在宅酸素・人工肛門・人工膀胱　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　

家族（本人含む）

要援護者台帳登録申請書

親族を中心にできる限り多くの方を登録してください。居住地欄には、市内、金沢、大阪等の地域名を記入してください

　　　平成　　　年　　　月　　　日 （本人）　住所　輪島市

　　　　　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　　　　　印

要援護者登録
申請書

共有情報はシンプル
につとめる
詳細な情報は見守り
本部で適宜追加シート
を作成する
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対象者氏名 推進員名

対象者住所 緊急連絡先

電話番号 緊急連絡先

健康状態 精神状態

　　　４　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　４　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　４　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　４　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　５　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　５　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　５　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　５　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　６　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　６　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　６　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　６　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　７　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　７　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　７　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　７　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　８　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　８　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　８　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　８　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　９　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　９　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　９　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

　　　９　月 　　　　　日 晴・曇・雨・雪・雷 元気・要注意・要連絡 元気・要注意・要連絡

小　計 　　　　　日

平成　　　年度　福祉推進員見守り活動記録

月 訪問した日
天候

該当に○
特記事項

見守り情報
(健康状態、精神状態で要注意、要連絡に○をした場合は特記事項に具体的な 内容を記入)

見守り活動記録

民生児童委員・福祉推進員が
概ね週１回訪問等により情報
収集して活動記録を残します

登録台帳の作成と平常時見守りネットワークの構築

今後のスケジュール
　　
　　①　返信葉書の登録希望確認
　　②　連名簿作成（登録希望・返信無し）　（Ｈ２０年７月末）
　　③　登録申請書作成の家庭訪問打合せ
　　　　　　・市内ケアマネジャー
　　　　　　・各地区民生・児童委員協議会
　　　　　　・見守りネットワーク各課　　　　　 （Ｈ２０年８月末）
　　④　家庭訪問実施　　　　　　　　 　　（Ｈ２０年９月～１１月）

　
　　⑤　要援護者登録申請台帳とマップの完成

　　　　　　・警察・消防・民生委員・行政で情報の共有
　　⑥　全市における平常時の見守り活動開始

（Ｈ２０年１２月～）
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６６６(14.5%)
２５１(15.4%)
４１５(14.0%)

登録希望しない要援護者数 登録希望する

輪島地区 ２，９７３ １，６０２(53.9%)
門前地区 １，６２６ ９４７(58.2%)

合計 ４，５９９ ２，５４９(55.4%)

平成２０年４月１日現在

現在の民生児童委員・地域福祉推進員

　台帳登録希望者

民生委員数 福祉推進員数

輪島地区 ７８ ２００

門前地区 ４１ １４９

合計 １１９ ３４９

平成２０年８月２５日現在

災害時要援護者のＧＩＳデータベース構築
ワークショップ

開　催　日　時　 ： 平成２０年３月１９日
　　　　　　　　　　　 平成２０年４月１０日
　　　　　　　　　　　 平成２０年７月 １日
関係課参加者　 ： 見守りネットワーク本部
　　　　　　　　　　　 健康推進課（地域包括支援センター含む）
　　　　　　　　　　　 保険課、福祉課、総務課、都市整備課、災害復興支援室
　　　　　　　　　　　 門前総合支所健康福祉課　　　　　　
内　　　　　　容　： ①見守りネットワーク本部での情報一元化
　　　　　　　　　　　 ②ＧＩＳ研修（全庁職員対象）　

　　　　　　　　　　　　　見守りネットワーク本部　関係課の受講
　　　　　　　　　　　 ③要援護者台帳とハザードマップのリンクについて
　　　　　　　　　　　 ④個別避難計画づくりについて　　　　　　　　　　　　　　　　
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輪島地区津波および洪水ハザード
と要援護者マッピング

凡例

! 新輪島要援護者

津波ハザード

2.0m～3.0m未満の地区

1.0m～2.0m未満の地区

0.5m～1.0m未満の地区

0.5m未満の地区

洪水ハザード

輪島地区要援護者

20
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個別避難計画づくりに向けて
　ーＧＩＳマップを活用してー

①地区組織・市民向けの啓発活動の実施
　・出前講座の実施等
②見守りネットワーク本部の機能強化
　・災害時・緊急時対応を視野に入れ防災担当
　　との連携を強化する
　・地域の見守り関係者との連携を強化する
③優先順位に基づく自主防災組織の立ち上げ

（河川・津波ハザードマップにより脆弱な地域、

輪島川両岸の河井・鳳至地区からスタート）

今後の課題

・民生児童委員・福祉推進員の教育・育成
・見守り活動への幅広い市民の参加促進
・危機管理マニュアルの作成
・災害時連絡体制の構築
・災害時移動手段の確認と確保
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講 演 （別刷１） ······································································· 14：15～15：00 

『防災エンパワーメント』のためのＧＩＳとその課題 

愛知工業大学地域防災研究センター 研究員 西村雄一郎先生 

 
 
 

西村雄一郎先生 略歴 

＜略歴＞ 
現職 愛知工業大学地域防災研究センター ポストドクトラル研究員 

1994 年 

1997 年 

2003 年 

2003 年 

2003 年 

 

 

2005 年 

名古屋大学文学部史学科卒業 

名古屋大学大学院文学研究科博士前期課程（史学地理学専攻）修了 

名古屋大学大学院文学研究科博士後期課程（史学地理学専攻）満期退学 

名古屋大学大学院文学研究科博士（地理学）取得 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構 総合地球環境学研究所講師

（研究機関研究員）研究プロジェクト4-2「アジア・熱帯モンスーン地域

における生態史モデルの構築1945-2005」所属（～2005年） 

愛知工業大学地域防災研究センター ポストドクトラル研究員  

現在に至る 

 

＜委員など＞ 

2004 年４月～

2005 年３月 

2005 年４月～ 

現在 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構 国立民族学博物館外来研究員 

 

大学共同利用機関法人人間文化研究機構 総合地球環境学研究所 

共同研究員 
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今後の展開への提案 （別刷２）·················································· 15：10～15：40 

『ＧＩＳによる要援護者台帳のデータベース化の提案』 

わだちコンピュータハウス 所長 水谷真 
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ＭＥＭＯ  
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